
令和 8 年度 橿原市立白橿中学校グランドデザイン 

教育目標 

知・徳・体が調和し、心豊かな生徒の育成を目指す 

 

学校運営協議会 【スローガン】 ～Well-being な学校づくりへ～ 

笑顔があふれ 幸せひろがる つながりの和を 

めざす生徒像 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

知 
自ら学び、考え、主体的

に行動できる生徒 

徳 
人間性豊かで思いやりが

あり、集団や地域に貢献

できる生徒 

体 
健やかでたくましく、最

後までやりとげる生徒 

めざす学校像 

○ 笑顔あふれる学校 

○ あいさつと返事が響く学校 

○ 安心・安全で清潔な学校 

○ 地域から信頼され・愛される学校 

めざす教師像 

○ ヘッドワーク（自己研鑽と思考力） 

○ フットワーク（情熱と機動力） 

○ チームワーク（協働性と組織力） 

○ ハートフルワーク（愛情と共感力） 

 

学校経営の基本方針 

(1) 笑顔あふれる学校生活を送れるように人権意識

を高め「人は宝」の精神のもとにすべての教育活

動を行う。 

(2) よりよい人間関係を築き、自ら考え行動し、自ら

を律していける生徒の活動を育む。 

(3) 日常の挨拶や毎日の清掃活動を通して、生活し

やすい美しい環境を自分たちで作り上げること

で自己有用感を高める。 

(4) 地域社会に役立つ生徒会活動の機会を設け、地

域の文化、人々との触れ合いを生かした学習を

推進する。 

(5) 公開授業・授業研究の実施に努め、ＩＣＴ機器を

活用して、基礎学力の定着のための具体的な手

だてを行う。 

(6) 特別支援教育・教育相談の校内体制及び支援の

在り方の研究を進め、全ての生徒への深い理解

と適切な指導に繋げる。 

今年度の重点課題 

インクルーシブ教育の推進と多様性尊重 
 

「自分らしくてよい」という感覚を育成するとと

もに、他者の困り感に気付ける感性を育成する。 

デジタル社会における共感力の育成 
 

AI 時代が到来し、ICT の利便性を追求しつつ

も、テクノロジーに頼りすぎない主体性と感性を

持ち、「心のふれあい」「人と人とをつなぐ力」を

大切にできる生徒の育成を目指す 


